
─ 89 ─

はじめに

　教育制度は，国の歴史と文化，政治，経済力，

国の教育理念等が相まって一つの形を成したも

のである。現状を見ると，国によって義務教育

の年数が異なり，無償の対象範囲や年数，また，

公立校と私立校の割合や，学習内容，進学率も

異なる。これらの相違を前提としながらも，日

本と諸外国の教育制度を，1点に焦点を当てて

比べてみることで，日本の教育制度の特質を見

出すことができる。

　本稿では，各国の教育制度における「統一試

験」に注目する。「統一試験」の名称は国によっ

て異なるが，本稿では共通名称として「統一試

験」と称する。教育制度の責任主体が行ってい

る試験を示す。

　「統一試験」の規模は，教育制度が国で統一

されているか，州ごとに統一されているかに

よって異なる。卒業認定試験の場合や入学試験

の場合もある。対象者が全員受験する試験，あ

るいはその試験に合格しなければ，次の段階の

教育機関には進学できない試験を指す。

　「統一試験」に注目することは，初等教育を

終えて，前期中等教育機関に進学する際，後期

中等教育機関に進学する際，また，高等教育機

関に進学する際の選抜システム，あるいは進学

資格取得システムを検討することでもある。各

国の教育制度の特徴が「統一試験」に象徴され

ていると考える。

　本稿では下記の23 ヶ国の教育制度を事例と

して検討する。1

・ヨーロッパ（11）…イギリス，フランス，ドイ

ツ，オーストリア，スイス，オ

ランダ，フィンランド，ノル

ウェー，スウェーデン，ポーラ

ンド，アイスランド

・北米（1）……アメリカ合衆国

・アジア（9）…中華人民共和国，大韓民国，シ

ンガポール共和国，フィリピン，

ネパール，ミャンマー，タイ，

インド，スリランカ

・オセアニア（2）…オーストラリア，ニュー

ジーランド

　本稿の構成として，まず日本の教育制度にお

ける「統一試験」の有無について検討し，次に

ヨーロッパ，北アメリカ，アジア，オセアニア

の国々の「統一試験」の状況について示し，最

後に「統一試験」の意味について考察する。

　検討結果として，「統一試験」を全く行って

いない日本の教育制度の特殊性を指摘すること

ができる。

　資料として，本稿末に本論の根拠となった

Webサイトの情報を掲載する。本論ではでき

る限り引用文を短くし，簡潔にまとめたため，

各教育段階の就学年数や同じ教育段階の学校の

種類については触れていない。これらの情報を

教育制度と「統一試験」

鈴木　そよ子

1  検討対象とした国々は，基準を設けて選んだわけではない。
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補うために資料を添付している。情報検索の際

の利便性を考えて，出所を記している。

　基本的な資料として，可能な限り最新の情報

に基づいて検討するために，外務省Webサイ

トの「諸外国・地域の学校情報」，文部科学省

Webサイトの「諸外国の教育統計」平成27

（2015）年版を用いている。

１　日本の教育制度における「統一試験」
　　の有無

　日本の教育制度は国で統一されている。初等

教育にあたる小学校6年間，前期中等教育にあ

たる中学校3年間の9年間が義務教育となって

おり，これらに続く，後期高等教育にあたる高

等学校3年間，高等教育にあたる大学4年間が

基本的な制度となっている。2 義務教育を終え

たのちの後期中等教育機関，高等教育機関に進

学するためには入学試験が実施されている。こ

れらの入学試験が「統一試験」に該当するかど

うかを検討する。

1-1 後期中等教育機関に進学する際の「統一試

　　験」の有無

　基本的に公立校を対象として検討する。中学

校から高等学校に進学する際に，生徒たちは入

学試験を受ける。この試験は県で統一した内容

の試験であるが，この試験によって，中学校を

卒業できるかどうかが決まるわけではない。中

学校卒業如何と高等学校入学試験での合否は関

係ない。また，高等学校入学試験は県立高等学

校ならば同じ問題が出題されるが 3，成績に

よって予め出願した学校についての合否が決ま

るのであって，高等学校に進学できる基準レベ

ルに達しているかどうかが問われるのではな

い。この2点から，日本の義務教育修了後，後

期中等教育学校への進学のための「統一試験」

は行われていないと判断する。

1-2 高等教育機関に進学する際の「統一試験」

　　の有無

　日本の高等教育機関である大学への進学に際

して，独立行政法人「大学入試センター」が実

施する大学入試センター試験（通称　センター

試験）が日本最大規模の試験として行われてい

る。大学の22.5％ 4を占める国公立大学を受験

する者は基本的にセンター試験を受験する。ま

た，私立大学の多くも試験方法の一つとして

「センター試験利用方式」を採用している。5こ

の場合，共通の「センター試験」の成績を利用

しているが，「センター試験」自体の合否はない。

「センター試験」を利用した入学試験の合格基

準は各大学で異なり，また，高等学校の卒業如

何とも関係ない。そのため「統一試験」とは異

なる。

1-3 日本における卒業と進学

　1-1並びに1-2において示したように，日本に

おいては，初等教育を修了する際にも，前期中

等教育を修了し，後期高等教育機関である高等

学校に進学する際にも，高等教育機関である大

学に進学する際にも，「統一試験」は実施され

ていないと判断する。統一基準のもとで，義務

教育修了試験が行われてはいない。高等学校に

進学する際にも，大学に進学する際にも，受験

校の求める成績と受験生の成績のマッチングが

2 現状の詳細を見ると，小学校と中学校を併せた義務教育学校，また，中学校と高等学校を併せた
中等教育学校等の多様な形態もある。また，公立校と私立校の違いもある。

3 例えば神奈川県では，共通問題としての学力検査，面接，特色検査を併せて合否が決まる。
4 http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/1368900.htm　2017/01/04

2015年時点での私立大学の割合。
5 http://www.keinet.ne.jp/basic/1-01-1.html

http://www.dnc.ac.jp/center/ 2016/12/17
各私立大学に即して入学試験方法を見ると，多様であり，その1つとして「大学入学センター試
験」が利用されている。
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問われるだけである。

２　ヨーロッパで「統一試験」を設定し
　　ている国々

　イギリス，フランス，ドイツ，オーストリア，

スイス，オランダ，フィンランド，ポーランド

を例として挙げるが，以下の記述において，ア

ンダーラインは筆者が付したものである。

2-1 イギリス

　イギリスでは，「生徒は義務教育終了後に

GCSE（全国学力試験） を受験し，その結果を

元に進路を決めることとなり，大学進学希望者

は6thFormと呼ばれる2年間の受験用コースに

進み，Aレベル試験を受けて， 3年間の大学を

選ぶことになる。」6

2-2 フランス

　フランスでは，前期中等教育にあたるコレー

ジュからリセへの進学に際しては，入学試験は

ない。コレージュの4年間の観察・進路指導の

結果， 3年制のリセに進学するか， 2 ～ 3年の職

業リセに進学するか，振り分けられる。7

　「リセには進学を目的としたものと，職業的

専門知識を習得することを目的としたものがあ

り，第2学年，第1学年，テルミナルという順

で進級する。大学などの高等教育機関に進むに

は 高 校 卒 業 資 格 で も あ る バ カ ロ レ ア

（Baccalaureate） を受験し，合格することが条

件となる。」8

2-3 ドイツ

　ドイツでは，初等教育に続く前期中等教育の

年齢段階でハウプトシューレ，実科学校，ギム

ナジウムに分かれて進学する。「大学進学をす

る者は，ギムナジウム（Gymnasium）又は総

合制学校（Integrierte Sekundarschule）の上

級段階を卒業し，Abitur（アビトゥア：大学入

学資格）試験に合格する必要がある。」9

2-4 オーストリア

　オーストリアでは， 「4年間の初等教育修了

後，新中学校（Neue Mittelschule）又は一般

教育中高等学校（A.H.S.:Allgemeinbildende 
Höhere Schulen）中等部への進学を選択する。

　一般教育中高等学校の中等部（A.H.S.）では

4年生修了時に，高等部（A.H.S.）への進学か

高等職業専門学校への進学のいずれかを選択す

る。

　一般教育中高等学校の高等部（A.H.S.）に進

学した者及び高等職業専門学校（B.H.S.）に進

学した者は，大学進学試験（MATURA） を受

験し合格すれば大学への進学が認められる。」10

2-5 スイス

　スイスでは，初等教育修了後に，普通中学校，

あ る い は 大 学 進 学 に 向 け た 高 等 学 校

（Gymnasium）の中学部に分かれて進学する。

「小学校での成績が良い生徒は」11，後者に進

学する。「また州によっては，専門高等学校又

は職業訓練学校において必要な条件を満たした

生徒は，高等学校へ編入し大学入学資格試験を

受けることができる。高等学校において，

Matura（Gymnasium卒業試験合格証）を取得

すると一般大学，専門大学，更なる高等職業教

育等の大学への道が開かれる。」12

2-6 オランダ

　オランダでは，中等教育が大学進学中等教育

（VWO: 6年間），中級一般中等教育（HAVO: 5

6 http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC51000.html 2016/11/24
7 文部科学省「諸外国の教育統計」平成27（2015）年版，1.1.1.4　フランス
8 http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53600.html 2016/11/29
9 http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53000.html 2016/11/30
10http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC51200.html 2016/11/30
11http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52100.html 2016/11/30
12http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52100.html 2016/11/30

その他，成人のための教育制度が整備されている。
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年間），初級一般中等教育（MAVO: 4年間）・

初級実務中等教育（LBO: 4年間）の3種にわ

かれており，大学進学中等教育（VWO: 6年間）

は卒業後に，修士レベルの高等教育を受けるた

めの準備をする中等教育である。中級一般中等

教育（HAVO: 5年間）は卒業後に実践的専門

性の高い学士レベルの高等教育を受けるための

準備をする中等教育である。初級一般中等教育

（MAVO: 4年間）・初級実務中等教育（LBO: 4

年間）は主として卒業後に職業訓練等を受ける

準備をするための中等教育である。13初等教育

修了後，すぐに分かれるのではなく，「ほとん

どの中等学校では，これらの教育のうち2種類

以上を提供しており，（略－鈴木）2年間で，

上記の3コースのどれに進むかを最終決定する

ことができるようになっている。」14 VWO及び

HAVOへの進学は，「国立評価教育研究所

（CITO）が行う『全国共通試験』 の成績など

を参考にして行われる。」15また，大学について

みると，「オランダの中等教育で最高レベルで

あるVWOの卒業資格をとった学生のみが入学

を許される。」16基本的にドイツのアビトゥアと

同じシステムになっている。

2-7 フィンランド

　フィンランドでは「基礎教育課程において，

国の統一テストは一切行っていない。ただし教

師たちは，それぞれの教科でカリキュラムに

のっとった形で評価する責任を負う。基礎教育

の到達評価と基礎教育の履修証は9年生の最後

に渡されるが，こちらも教師の任務である。生

徒の進路については，この評価に基づいて選考

される。」17

　後期中等教育にあたる高等学校と職業学校の

教育は，「高校卒業資格試験となる全国統一テ

ストによって終了となる。（略－鈴木）この全

国統一テストを終え，高校での課程を修了した

ところで，生徒はこれとは別に試験での結果詳

細や受けてきた教科の評価を受ける。」18

　大学やポリテクニック 19の進学については，

「すべての分野において入学の門は制限されて

いる。入学希望者が募集人数を上回っているの

だ。大学もポリテクニックもそれぞれ違った選

考基準で選考を行う。一般的には統一テストの

結果と入試が選考に含まれている。」20

13http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/103/133/523/d00133471_d/fi l/HP2.pdf#search='%E3%82
%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80+%E6%95%99%E8%82%B2%E5%88%B6%E5%BA
%A6' 2016/11/30

14http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/103/133/523/d00133471_d/fi l/HP2.pdf#search='%E3%82
%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80+%E6%95%99%E8%82%B2%E5%88%B6%E5%BA
%A6'p.11 2016/11/30

15https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80%E3%81%A
E%E6%95%99%E8%82%B2 2016/11/30

16https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80%E3%81%A
E%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2 2016/11/30

17http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12
同出所に「この評価については各教科でそのガイドラインが国の核となるカリキュラムの中に解
説されている。」と付記されている。

18http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

19http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

20http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12
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　「全国統一テスト（高校卒業資格試験） によっ

て高等教育への資格が与えられる。加えて職業

学校を終了するか，あるいは少なくとも3年間

の実働証明があれば，大学入学資格となる。ま

た大学側も学問を修めるための必要なスキルや

知識があると認められる場合，大学が応募を受

け入れることができる。」21

2-8 ポーランド

　ポーランドでは，「原則として18歳までは義

務教育を受けなければならず，義務教育期間中

の退学は（例え，高校生であっても） 認められ

ない。」「高校か高等専門学校を修了し，統一試

験（マトゥーラ : Matura） に合格した者が，大

学へ進学できる。高等教育機関への進学率は約

55％。」22

３　アジアで「統一試験」を設定してい
　　る国々

　中華人民共和国，大韓民国，シンガポール

共和国，ネパール，ミャンマー，タイ，インド，

スリランカを例として挙げるが，以下の記述に

おいて，アンダーラインは筆者が付したもので

ある。

3-1 中華人民共和国

　中華人民共和国では， 前期中等教育にあたる

「初級中学卒業後は普通教育を行う高級中学

（原語同）と職業技術教育を行う中等専門学校

（原語：中等専業学校），技術労働者学校（原語：

技工学校），職業中学（原語に同じ）とに分か

れる。後期中等教育機関への入学に際しては，

各省・自治区・直轄市で統一入試が実施され

る。」23この統一試験は「卒業試験であるととも

に高級中学等への入学試験ともなっている。生

徒は事前に第一志望以下何校かを記入した志願

書を提出し，この統一試験の成績に基づいて進

学先が決定される。」24

　大学は「普通大学」と「成人大学」にわかれ

ており，「普通大学」は国家の定める設置基準

によって設立され，全国普通大学統一テストに

合格した高校卒業生を対象とする全日制の大学

である。25

3-2 大韓民国

　大韓民国では， 「後期中等教育は，3年間，普

通高等学校及び職業高等学校で行われる。普通

高等学校の入学者は共通試験の合格者を学区内

の学校に抽選で機械的に振り分ける『平準化』

政策がとられている。職業高等学校は学校別に

選抜により入学者を決定している。

　また普通高等学校には，各分野の英才を対象

にした高等学校（芸術高等学校，体育高等学校，

科学高等学校，外国語高等学校）があり（普通

高等学校全体の約5パーセント），これらの高

校は厳格な入学者選抜がある。」26

  高等教育への進学に際しては大学共通の大学

修学能力試験がある。「国公私立を問わず4年

制大学の大部分の志願者がこの試験を受けなけ

ればならない。（略－鈴木）大学は，高校作成

の「總合生活記録符」と呼ばれる内申書および

2次試験と合わせて総合評価するが，この大学

修学能力試験が最大の比重を占める。比重は大

21http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

22http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC54000.html 2016/12/2
23http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/015/siryo/05120501/007/006.htm　

2016/12/03
24http://kwww3.koshigaya.bunkyo.ac.jp/wiki/index.php/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%81%

AE%E6%95%99%E8%82%B2 2016/12/03
25http://www.spc.jst.go.jp/education/higher_edct/hi_ed_1/1_2/1_2_1.html 2016/12/03
26http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/015/siryo/05120501/006/005.htm 

2016/12/04
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学，学科，受験方式により異なる。」27

3-3 シンガポール共和国

　シンガポール共和国では，「小学校６年生終

了時に初等教育修了試験（ＰＳＬＥ） が行われ，

また中学校卒業時と高校卒業時には，それぞれ

GCE"N"（Singapore-Cambridge General 
Certifi cate of Education Normal）または "O"

（Ordinary）レベル，GCE"A"（Singapore-Cambridge 
General Certificate of Education Advanced）
レベルの試験があり，その成績により進学コー

スが決定される。」28

3-4 ネパール

　ネパールでは，中等教育は9年生から12年生

までの4年間で，「10年生及び12年生終了時に

各々全国共通の認定試験SLC（School Leaving 
Certifi cate） がある。この成績は大学への入学，

公務員の採用試験の際に必要とされる。」29

3-5 ミャンマー

　ミャンマーでは，教育制度が初等教育と中等

教育を合わせた「基礎教育」と高等教育から構

成されている。「基礎教育機関には，小学校5

年間，中学校4年間，高等学校2年間および各

種職業学校がある。高等教育機関には，短期大

学，大学がある。」30 「2001年度からは，１年生

から11年生までの進級および11年生修了につ

いて，各教科修了テスト及び学年末試験により

児童生徒の学力を評価する 『学力継続評価制

度』 を実施している。（略－鈴木）大学入学試

験については， 11年生卒業と大学入試を兼ね

た，ミャンマ－試験委員会による 『全国共通試

験』 が実施されている。」31

3-6 タイ

　タイでは，初等教育機関にあたる6年間の初

等学校，前期中等教育機関にあたる3年間の前

期中等学校が義務教育期間となっており，それ

に続くのが3年間の後期中等学校，さらに4年

間の大学である。32

　「高校（後期中等学校－鈴木）には入学試験

を受けて入学する。また各段階では，生徒は

NET （National Educational Test）という試

験に通る必要がある。生徒は小学校（初等学校

－鈴木）の6年間と最低3年間の中学校（前期

中等学校－鈴木）に出席する必要がある。高校

卒業するものには， 2つのテストがある。

O-NET（Ordinary National Educational Test）
と A-NET （Advanced National Educational 
Test）である。」33

3-7 インド

　インドでは，初等教育と中等教育が，初等学

校，上級初等学校，中等学校，上級中等学校の

4段階になっており，「5・3・2・2制を基本と

している（州により若干の相違あり）。中等学

校（10年生）修了後，第10学年修了共通試験

に合格した者は上級中等学校に進み， 2年間の

教育を受ける。その後，第12学年修了共通試

験を受け，その結果によって希望する大学に進

学することになる。トップレベルの大学では別

途，入学試験を行うところもある。」34

3-8 スリランカ

　スリランカでは，義務教育は，就学前教育に

あたる幼稚園の１年間から始まり，小・中一貫

教育の11年間を合わせて12年間となっている。

27https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E4%BF%AE%E5%AD%A6%E8%83
%BD%E5%8A%9B%E8%A9%A6%E9%A8%93　2016/12/04

28http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10400.html 2016/12/07
29http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10900.html 2016/12/07
30http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11800.html 2016/12/07
31http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11800.html 2016/12/07
32  http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/index01.html　2016/12/09
33https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%81%AE%E6%95%99%E8%82

%B2 2016/12/07
34http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10100.html　2016/12/10
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「義務教育修了時にはGCE"O"レベルの試験

（国家試験） があり，成績優秀者は高校進学の

資格を得ることができる。合格率は平均して受

験生の30～40パ－セントとなっている。高校2

年生時にはGCE"A"レベルの試験があり，この

結果が大学進学，就職に大きく影響する。大学

に進学する者は，約2パーセント弱である。」35

４　オセアニアで「統一試験」を設定し
　　ている国々

　オーストラリア，ニュージーランドを例とし

て挙げるが，以下の記述において，アンダーラ

インは筆者が付したものである。

4-1 オーストラリア

　オーストラリアでは，「就学前教育，義務教

育（準備学級（5歳児）を除く初等教育及び前

期中等教育），義務教育以降の教育（後期中等

教育，大学等）の段階に分かれている。」「後期

中等教育（College）：16歳～（2年間）　専門学

校（VET/TAFE）：16歳～（約2年間）　大学（Uni-
versity）：18歳～（3～ 4年間）　※TAFE（Tech-
nical and Further Education）と呼ばれ，ビ

ジネス，会計，観光，建築等専門分野について

学習する公立の専門学校で，職業教育訓練校

（VET：Vocational Education and Training）
の大部分を占める。」「前期中等教育終了後，大

学（University）や専門学校（TAFE）へ進学

を希望する学生は後期中等教育（Year11， 12）
に進学し，大学や専門学校で専攻する専門分野

の基礎を勉強する。Year12の後半で，州ごと

に実施される統一試験を受験し，後期中等教育

の成績と併せて志望する大学及び専門学校への

入学の合否が決定される。」36

4-2 ニュージーランド

　ニュージーランドでは，中等教育（Secondary 
School）はYear 9～13で， 13歳から入学するが，

そのほとんどはカレッジ（College）と呼ばれ

ている。「大学，技術専門学校はすべて国立。

大学に進学するためには，year13を修了し，

NCEA（National Certificate of Education 
Achievement）のレベル3を取得する必要があ

り，NCEAの結果により志望大学が決定する。」37

５　「統一試験」を設定していない国々

　アメリカ合衆国，ノルウェー，スウェーデン，

アイスランドを例として挙げる。

5-1 アメリカ合衆国

　アメリカ合衆国の義務教育の期間は州によっ

て異なり， 9年から12年であるが，初等・中等

教育は合計12年である。38

　後期中等教育にあたるハイスクールの入学試

験については，公立高校と私立高校で異なる。

　高等教育にあたる教育機関は総合大学，総合

大学以外の4年制大学，2年制大学に大別されて

いる。大学入学制度の概要を「教育改革国民会

議の2000（平成12）年配付資料から知ること

ができる。

　「アメリカでは大学入学についての統一的な

規定はなく，各大学の定めた入学要件にした

がって入学者の決定が行われているが，多くの

大学がＳＡＴ Ⅰ（Scholastic Assessment Test），
ＡＣＴ（American College Test Program）の受

験を義務づけているなど，共通する部分も多

い。その決定方式は概ね以下の3つに分類され

る。

35http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10500.html　2016/12/10
36http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/02pacifi c/infoC20100.html 2016/12/10

オーストラリアの引用文はすべて注36と同出所。
37http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/02pacifi c/infoC20800.html 2016/12/10
38http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/syogaikoku/1379305.htm 2016/12/12
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（1） 基準以上入学型（Selective）
　ハイスクールの卒業資格のほか，ハイスクー

ルでの特定科目の履修と学業成績，及び適正テ

スト（ＳＡＴ Ⅰ又はＡＣＴ）の成績等において，

大学が定めた基準を満たした者を全員入学させ

るもので，多くの州立大学の入学方式がこれに

含まれる。

（2） 競争型（Competitive）
　入学希望者が定員を大幅に上回るため，ハイ

スクールの卒業資格のほか，高いレベルの学力

あるいは特定の資格を有する限られた数の入学

者を選抜するもので，一部の有名私立大学など

で用いられている。

（3） 開放型（Open）
　成績等に関係なくすべてのハイスクール卒業

資格を持つ者に入学を認めるもので，短期大学

（コミュニティ．カリッジ）などで行われてい

る。」39

　入学者決定方法については「出願に際し，志

願者は入学を希望する大学に願書のほか，ハイ

スクールの学業成績，ハイスクールからの推薦

状，学力適正テスト（ＳＡＴ Ⅰ又はＡＣＴ。

大学がテストを指定している場合や，どちらを

受験しても良い場合がある。）の得点，小論文

の提出が求められ，この他に面接が課される場

合もある。

　各大学では，この情報をＡＯ（アドミッショ

ン・オフィス）と呼ばれる入学担当事務局の専

門職員（アドミッション・オフィサー）が総合

的に判断し入学者を決定する。」40

5-2 ノルウェー

　ノルウェーでは，義務教育期間は満6歳から

の10年間で，「義務教育を終了した者の9割が

高校へ進学する。高校には普通科と職業科があ

り，前者は語学系と理数系とに分かれ，修了す

れば大学に進学できる。後者は細かな職業別（大

工，配管，電気，演劇，理髪など）により構成

され，3年間学べば一人前の職業人と認められ

る。他方，職業科を履修した者でも，大学入学

資格試験に合格すれば大学に進むことができ

る。高校以上の学校に進学する場合，入学試験

は行われないが，受け入れ側の人数にも制限が

あるため，高校進学の際は中学校の成績によっ

て，また大学へは高校の成績に基づいて選抜さ

れる。進学の前年度には生徒はかなり熱心に勉

強するが，日本の受験勉強の激しさとは比較に

はならない。」41

5-3 スウェーデン

　「スウェーデンの義務教育は，基礎学校（3

年間×3段階）の9年間で，基礎学校の上には

総合制高等学校（3年制）が置かれている。大

学へは数年間働いてから入学するケースも多

く，労働経験もメリットとなるシステムになっ

ている。」42

5-4 アイスランド

　アイスランドでは6歳から16歳までの10年

間が義務教育となっており，「毎年4年生及び7

年生を対象にしたアイスランド語と算数， 10年
生を対象にしたアイスランド語，算数，英語の全

国一斉試験が実施される。これまで，義務教育

修了時に全国統一試験が実施され，その試験結

果が中等教育進学への基準となっていたが，現

在は一斉試験の代わりに，各学校における定期

試験を基にした評価基準が適用されている。」43

６　「統一試験」の意味するもの

　本稿で対象とした国々の多くが「統一試験」

を実施している。初等教育を修了する時点，義

務教育を修了する時点，さらに，後期中等教育

39http://www.kantei.go.jp/jp/kyouiku/3bunkakai/dai3/3-3siryou4.html　2016/12/13
40http://www.kantei.go.jp/jp/kyouiku/3bunkakai/dai3/3-3siryou4.html　2016/12/13
41http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53200.html 2016/12/2
42http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52200.html 2016/12/2
43http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC50100.html 2016/12/2
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を修了する時点のいずれかまたは，複数の時点

で「統一試験」を実施している。「統一試験」

によって，当該教育段階を修了できるかどう

か，また，後期中等教育機関や高等教育機関に

進学できるかどうかが決まっている。

　このことは，教育制度の各段階での学習成果

として一定レベルの目標が明確に示されている

ということであり，そのレベルを目標とした教

育活動が行われるということを意味する。

　本稿の検討事例の中では少ないが，「統一試

験」を実施していない国の場合は，教育段階が

変わる際の入学試験そのものがないシステム

か，あるいは，前段階の教育機関内の成績で進

学できるシステムを採っている。アメリカの場

合は，また異なっており，大学による入学試験

方法の多様性が関係している。

　検討対象とした諸外国と日本の教育制度を併

せてみると，日本の特殊性が見えてくる。

　日本ではどの教育段階でも「統一試験」を実

施していない。各段階の課程修了に関わる評価

は学校に委ねられている。

　「統一試験」はないが，日本の後期中等教育

にあたる高等学校進学の際，そして高等教育に

あたる大学進学の際には入学試験を実施してい

る。どの段階の入学試験でも，求められている

のは受験生が出願している学校の求める成績と

受験生の成績のマッチングであり，一定レベル

の成績を得ているかどうかではない。

むすび

　「統一試験」に焦点を当てて諸外国と日本の

教育制度をみることで，日本の教育制度に内在

している問題が垣間見えてきた。

　諸外国の義務教育期間内での「統一試験」と

義務教育修了時点での「統一試験」は異なる意

味を持っているのだろう。義務教育期間内の初

等教育修了に関わる「統一試験」は，生活に必

要な一定レベルの共通内容の修得ができている

のかどうかを見ることになっているのではない

かと推測するが，これは「統一試験」の内容の

検討を経て明確に言えることである。

　後期中等教育機関への進学の際に実施される

「統一試験」の意味は，若者を一人前の職業人

にさせ，若者を国家の産業を継承発展させる国

民に育成するという課題への取り組みではない

かと考えるようになった。

　これらは，「統一試験」の内容や，初等・中

等教育段階の微妙な展開，後期中等教育段階の

教育機関の多様性と割合並びに教育内容，進学

状況，公立・私立学校の割合，国家としての教

育財政等と併せて論じられる問題でもあり，今

後の作業によるところでもある。教育制度につ

いては，先行研究も多い。本稿は，「研究ノート」

として，筆者の作業をまとめたものであり，今

後，いくつかの「研究ノート」を重ねる過程で，

先行研究の中に位置づけていきたい。

　 　　　　　　  資　料 　　　　　　 　 
1 ヨーロッパ

1-1 イギリス

　学校制度は6･5･2･3（4）制となっており，そ

のうち， 6･5の11年間が義務教育となっている。

「初等教育（5歳～ 11歳）と中等教育（12歳

～ 16歳）に分かれる。生徒は義務教育終了後

にGCSE（全国学力試験）を受験し，その結果

を元に進路を決めることとなり，大学進学希望

者は6thFormと呼ばれる2年間の受験用コース

に進み，Aレベル試験を受けて， 3年間の大学

を選ぶことになる。」44

1-2 フランス

　前期中等教育にあたるコレージュを卒業した

生徒は，希望によって後期中等教育に当たるリ

セで，教育を受けることができる。これは無償

となっている。「リセには進学を目的としたも

44http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC51000.html 2016/11/24
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のと，職業的専門知識を習得することを目的と

したものがあり，第2学年，第1学年，テルミ

ナルという順で進級する。大学などの高等教育

機関に進むには高校卒業資格でもあるバカロレ

ア（Baccalaureate）を受験し，合格すること

が条件となる。」45

　コレージュからリセへの進学に際しては，入

学試験はない。コレージュの4年間の観察・進

路指導の結果， 3年制のリセに進学するか， 2 ～
3年の職業リセに進学するか，振り分けられる。46

1-3 ドイツ

　初等教育は州によって4年から6年間行われ

る。初等教育に続く前期中等教育の年齢段階で

ハウプトシューレ，実科学校，ギムナジウムに

分かれて進学する。ハウプトシューレは，卒業

後に就職して職業訓練を受けるものが主として

進学する学校であり，実科学校は卒業後に職業

教育学校に進学する者，中級の職に就くものが

進学する。これらに対して，ギムナジウムは主

に大学進学希望者が進学する8年制から9年制

の中等教育機関となっている。初等教育から中

等教育への進学は 「生徒の能力・適性に応じ

て」47行われる。

　「大学進学をする者は，ギムナジウム

（Gymnasium）又は総合制学校（Integrierte 
Sekundarschule） の 上 級 段 階 を 卒 業 し，

Abitur（アビトゥア：大学入学資格）試験に合

格する必要がある。」48

1-4 オーストリア

　6歳から9歳の初等教育終了後，新中学校

（Neue Mittelschule）又は一般教育中高等学

校（A.H.S.:Allgemeinbildende Höhere 
Schulen）中等部への進学を選択する。

　「新中学校では， 1年間の総合技術教育課程を

経た上で（働きながら）職業養成学校への進学

又は就職，（新中学校から）職業教育中等学校

（B.M.S.: Berufsbildende mittlere Schule）又

は高等職業専門学校（B.H.S.: Berufsbildende 
Höhere Schulen）への進学，の中から進路を

選択する。

　一般教育中高等学校の中等部（A.H.S.）では

4年生修了時に，高等部（A.H.S.）への進学か

高等職業専門学校への進学のいずれかを選択す

る。

　一般教育中高等学校の高等部（A.H.S.）に進

学した者及び高等職業専門学校（B.H.S.）に進

学した者は，大学進学試験（MATURA）を受

験し合格すれば大学への進学が認められる。」49

　同資料によれば，新制度のもとの新中学校

は，義務教育を修了後就職することを前提にし

た学校ではあるものの 50，従来の中学校

（Hauptschule）に比べて，就職から進学への

進路転換が行いやすくなっている。また，一般

教育中高等学校（A.H.S.）は，進学を目的とし

た一般教育中高等学校として，ギムナジウムや

レアルギムナジウム等専攻分野などにより様々

な学校がある。51

1-5 スイス

　初等教育修了後，普通中学校，あるいは大学

進学に向けた高等学校（Gymnasium）の中学

部に分かれて進学する。「小学校での成績が良

い生徒は」52，後者に進学する。同資料による

と勉強が不得意な生徒には，実務中学校が設け

45http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53600.html 2016/11/29
46文部科学省「諸外国の教育統計」平成27（2015）年版，1.1.1.4　フランス
47文部科学省「諸外国の教育統計」平成27（2015）年版，1.1.1.5　ドイツ
48http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53000.html 2016/11/30
49http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC51200.html 2016/11/30
50同資料によると，州によって，進学を前提とした学校の役割を持つ学校もある。
51http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC51200.html 2016/11/30
52http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52100.html 2016/11/30
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られている州もある。

　前期中等教育にあたる普通中学校や高等学校

の中等部の後，大学進学を目的とする高等学校

（Gymnasium）， 2 ～ 4年間の実地研修を含む

専門高等学校（Fachmittelschule）又は職業訓

練学校（Berufl iche Grundbildung）に進学す

る。

　「専門高等学校及び職業訓練学校では職業選

択準備が始まり，それぞれの職業内容に沿った

授業を行い，保護者と職業カウンセラーを交え

て進路を決定していく。また州によっては，専

門高等学校又は職業訓練学校において必要な条

件を満たした生徒は，高等学校へ編入し大学入

学資格試験を受けることができる。高等学校に

おいて，Matura （Gymnasium卒業試験合格

証）を取得すると一般大学，専門大学，更なる

高等職業教育等の大学への道が開かれる。」53

1-6 オランダ

　4歳から入学可能な8年間の初等教育を経て，

主に，３つの中等教育機関に分かれて進学す

る。大学進学中等教育（VWO: 6年間）, 中級一

般中等教育（HAVO: 5年間）, 初級一般中等教

育（MAVO: 4年間）・初級実務中等教育（LBO:

4年間）。

　大学進学中等教育（VWO: 6年間）は卒業後

に，修士レベルの高等教育を受けるための準備

をする中等教育である。中級一般中等教育

（HAVO: 5年間）は卒業後に実践的専門性の高

い学士レベルの高等教育を受けるための準備を

する中等教育である。初級一般中等教育

（MAVO: 4年間）・初級実務中等教育（LBO: 4

年間）は主として卒業後に職業訓練等を受ける

準備をするための中等教育である。54初等教育

修了後，すぐに分かれるのではなく，「ほとん

どの中等学校では，これらの教育のうち2種類

以上を提供しており，中等教育の最初の2年間

はブリッジクラスという隣接するコースにまた

がって学ぶことのできるクラスが設けられてお

り， 2年間で，上記の3コースのどれに進むか

を最終決定することができるようになってい

る。」さらに「オランダの義務教育は満16歳に

なる年までであるが，24歳までは，中等教育終

了資格を取得するまで無償で教育を受けること

ができる。」55

　VWO及びHAVOへの進学は，「国立評価教

育研究所（CITO）が行う『全国共通試験』の

成績などを参考にして行われる。」56また，大学

についてみると，「オランダの中等教育で最高

レベルであるVWOの卒業資格をとった学生の

みが入学を許される。」57基本的にドイツのアビ

トゥアと同じシステムになっている。

1-7 フィンランド

　初等教育と前期中等教育にあたる9年または

10年が基礎学校と呼ばれ，義務教育となって

いる。58「フィンランドでは基礎教育課程にお

いて，国の統一テストは一切行っていない。た

53http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52100.html 2016/11/30
その他，成人のための教育制度が整備されている。

54http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/103/133/523/d00133471_d/fi l/HP2.pdf#search='%E3%82
%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80+%E6%95%99%E8%82%B2%E5%88%B6%E5%BA
%A6' 2016/11/30

55http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/103/133/523/d00133471_d/fi l/HP2.pdf#search='%E3%82
%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80+%E6%95%99%E8%82%B2%E5%88%B6%E5%BA
%A6'p.11 2016/11/30

56https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80%E3%81%A
E%E6%95%99%E8%82%B2 2016/11/30

57https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80%E3%81%A
E%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2 2016/11/30

58http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53500.html 2016/12/12
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だし教師たちは，それぞれの教科でカリキュラ

ムにのっとった形で評価する責任を負う。基礎

教育の到達評価と基礎教育の履修証は9年生の

最後に渡されるが，こちらも教師の任務であ

る。生徒の進路については，この評価に基づい

て選考される。」59

　後期中等教育にあたる高等学校と職業学校の

教育は，「高校卒業資格試験となる全国統一テ

ストによって終了となる。なお全員が必ず受験

しなければならない科目は4つ。国語に加え，

第二公用語，外国語または数学から選択，さら

に文系または理系の一般教養の中から1科目。

その他に選択テストが加わる。この全国統一テ

ストを終え，高校での課程を修了したところ

で，生徒はこれとは別に試験での結果詳細や

受けてきた教科の評価を受ける。」60

　高等教育である大学は学術研究に重点を置

き，ポリテクニックは応用科学大学と呼ばれる

こともあり，実践的な面が強調されている。

　大学やポリテクニック 61の進学については，

「すべての分野において入学の門は制限されて

いる。入学希望者が募集人数を上回っているの

だ。大学もポリテクニックもそれぞれ違った選

考基準で選考を行う。一般的には統一テストの

結果と入試が選考に含まれている。」62

　「全国統一テスト（高校卒業資格試験）によっ

て高等教育への資格が与えられる。加えて職業

学校を終了するか，あるいは少なくとも3年間

の実働証明があれば，大学入学資格となる。ま

た大学側も学問を修めるための必要なスキルや

知識があると認められる場合，大学が応募を受

け入れることができる。」63

　「ポリテクニックへの入学許可が認められる

のは，高校あるいは職業訓練校を終了している

人。ポリテクニックの入学選考は，通常入試，

内申書，仕事経験を考慮して行われる。その他

ポリテクニックの学問を終了できると考えられ

るだけの必要なスキルと知識があると認められ

た場合に，入学が許可されることもある。」64

1-8 ノルウェー

　義務教育期間は満6歳からの10年間で，　「義

務教育を終了した者の9割が高校へ進学する。

高校には普通科と職業科があり，前者は語学系

と理数系とに分かれ，修了すれば大学に進学で

きる。後者は細かな職業別（大工，配管，電気，

演劇，理髪など）により構成され， 3年間学べ

ば一人前の職業人と認められる。他方，職業科

59http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12
同出所に「この評価については各教科でそのガイドラインが国の核となるカリキュラムの中に解
説されている。」と付記されている。

60http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

61http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

62http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

63http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12

64http://www.oph.fi /download/151277_education_in_fi nland_japanese_2013.pdf#search=%27%E
3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89+%E6%95%99%E8%
82%B2%E5%88%B6%E5%BA%A6%27 2016/12/12
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を履修した者でも，大学入学資格試験に合格す

れば大学に進むことができる。高校以上の学校

に進学する場合，入学試験は行われないが，受

け入れ側の人数にも制限があるため，高校進学

の際は中学校の成績によって，また大学へは高

校の成績に基づいて選抜される。進学の前年度

には生徒はかなり熱心に勉強するが，日本の受

験勉強の激しさとは比較にはならない。」65

1-9 スウェーデン

　「スウェーデンの義務教育は，基礎学校（3

年間×3段階）の9年間で，基礎学校の上には

総合制高等学校（3年制）が置かれている。大

学へは数年間働いてから入学するケースも多

く，労働経験もメリットとなるシステムになっ

ている。」66

1-10 ポーランド

　「原則として18歳までは義務教育を受けなけ

ればならず，義務教育期間中の退学は（例え，

高校生であっても） 認められない。」「高校か高

等専門学校を修了し，統一試験（マトゥーラ : 
Matura）に合格した者が，大学へ進学できる。

高等教育機関への進学率は約55％。」67

1-11 アイスランド

　アイスランドでは6歳から16歳までの10年

間が義務教育となっており，「毎年4年生及び7

年生を対象にしたアイスランド語と算数， 10年
生を対象にしたアイスランド語，算数，英語の全

国一斉試験が実施される。これまで，義務教育

修了時に全国統一試験が実施され，その試験結

果が中等教育進学への基準となっていたが，現

在は一斉試験の代わりに，各学校における定期

試験を基にした評価基準が適用されている。」68

2 北アメリカ

2-1 アメリカ合衆国

　義務教育の期間は州によって異なり， 9年か

ら12年であるが， 10年とする州が最も多い。69

「初等・中等教育は合計12年であるが，その

形態は6－3（2）－3（4）年制， 8－4年制， 6－6

年制， 5－3－4年制， 4－4－4年制など多様で

ある。（略－鈴木）最近はミドルスクールの増

加にともない， 5－3－4年制が一般的である。

このほか，初等・中等双方の段階にまたがる学

校もある。2012年について，公立初等学校の

形態別の割合をみると， 3年制又は4年制小学

校7.0％， 5年制小学校34.6％， 6年制小学校

14.2％， 8年制小学校8.8％，ミドルスクール

17.9％，初等・中等双方の段階にまたがる学校

8.7％，その他8.8％であり，公立中等学校の形

態別の割合をみると，下級ハイスクール（3年

又は2年制）9.2％，上級ハイスクール（3年制）

2.2％， 4年制ハイスクール52.2％，上級・下級

併設ハイスクール（通常6年）10.1％，初等・

中等双方の段階にまたがる学校20.8％及びその

他5.6％となっている。」70

　後期中等教育にあたるハイスクールの入学試

験については，公立高校と私立高校で異なる。

　高等教育にあたる教育機関は総合大学，総合

大学以外の4年制大学， 2年制大学に大別され

ている。大学入学制度の概要を「教育改革国民

会議の2000（平成12）年配付資料から見るこ

とができる。

　「アメリカでは大学入学についての統一的な

65http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC53200.html 2016/12/2
66http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC52200.html 2016/12/2
67http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC54000.html 2016/12/2
68http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/05europe/infoC50100.html 2016/12/2
69http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/syogaikoku/1379305.htm 2016/12/12
70http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/syogaikoku/1379305.htm 2016/12/12

同出所では，「なお，初等・中等双方の段階にまたがる学校は初等学校，中等学校それぞれに含め，
比率を算出している。」と付記されている。
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規定はなく，各大学の定めた入学要件にした

がって入学者の決定が行われているが，多くの

大学がＳＡＴ Ⅰ（Scholastic Assessment Test），
ＡＣＴ（American College Test Program）の受

験を義務づけているなど，共通する部分も多

い。その決定方式は概ね以下の3つに分類され

る。

（1） 基準以上入学型（Selective）
　ハイスクールの卒業資格のほか，ハイスクー

ルでの特定科目の履修と学業成績，及び適正テ

スト（ＳＡＴ Ⅰ又はＡＣＴ）の成績等において，

大学が定めた基準を満たした者を全員入学させ

るもので，多くの州立大学の入学方式がこれに

含まれる。

（2） 競争型（Competitive） 
　入学希望者が定員を大幅に上回るため，ハイ

スクールの卒業資格のほか，高いレベルの学力

あるいは特定の資格を有する限られた数の入学

者を選抜するもので，一部の有名私立大学など

で用いられている。

（3） 開放型（Open）
　成績等に関係なくすべてのハイスクール卒業

資格を持つ者に入学を認めるもので，短期大学

（コミュニティ．カリッジ）などで行われている。

応募要件（番号略－鈴木）

（1） 年齢要件 
　年齢による入学制限はない。

（2） 学力要件 
　基準以上入学型又は競争型の入学方式をとる

大学では，高校での特定の科目（特に英語，数

学等の主要な科目）の履修及び一定水準以上の

学業成績（通常は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆの5段

階評価のうちＣ以上）を入学要件としている場

合が多い。

入学者決定方法（番号略－鈴木）

　出願に際し，志願者は入学を希望する大学に

願書のほか，ハイスクールの学業成績，ハイス

クールからの推薦状，学力適正テスト（ＳＡＴ 
Ⅰ又はＡＣＴ。大学がテストを指定している場

合や，どちらを受験しても良い場合がある。）

の得点，小論文の提出が求められ，この他に面

接が課される場合もある。

　各大学では，この情報をＡＯ（アドミッショ

ン・オフィス）と呼ばれる入学担当事務局の専

門職員（アドミッション・オフィサー）が総合

的に判断し入学者を決定する。

（1） ＳＡＴ Ⅰ（Scholastic Assessment Test Ⅰ） 
　大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ）がアメリカ

最大の民間テスト機関である教育テスト事業団

（Educational Testing Service：ＥＴＳ）に委

託して実施している。 
　テストは言語領域と数理領域の2領域（それ

ぞれ800点満点，合計1600点満点）であり，大

学進学後の学業上の成功の可能性を評価するも

ので，ハイスクールの教育とは直接的な関連性

を持たないとされている。なお，回答は基本的

にマークシートによる多肢選択方式である。

　テストは全国一斉に実施（2000年度は7回：

2000年10月， 11月， 12月， 2001年1月， 3月， 5月， 
6月）され，受験資格及び受験回数に制限はな

く，年間の受験者数は200万人を超えている。 
（2） ＡＣＴ（American College Test） 
　アメリカ大学テスト事業団（American 
College Test Program）が実施している。 
　テストは英語（45分），数学（60分），読解（35

分），科学的推論（35分）の4領域であり，ハ

イスクールにおける学習の成果を測定すること

を目的としている。なお，回答は基本的にマー

クシートによる多肢選択方式である。

　テストは全国一斉に実施（2000年度は6回：

2000年9月， 10月， 12月， 2001年2月， 4月， 6月）

され，受験資格及び受験回数に制限はなく，年

間の受験者数は約100万人である。」71

71http://www.kantei.go.jp/jp/kyouiku/3bunkakai/dai3/3-3siryou4.html　2016/12/13
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3 アジア

3-1　中華人民共和国

　前期中等教育にあたるのは初級中学である。

「初級中学卒業後は普通教育を行う高級中学

（原語同）と職業技術教育を行う中等専門学校

（原語：中等専業学校），技術労働者学校（原語：

技工学校），職業中学（原語に同じ）とに分か

れる。後期中等教育機関への入学に際しては，

各省・自治区・直轄市で統一入試が実施され

る。」72この統一試験は「卒業試験であるととも

に高級中学等への入学試験ともなっている。生

徒は事前に第一志望以下何校かを記入した志願

書を提出し，この統一試験の成績に基づいて進

学先が決定される。」73

　大学は「普通大学」と「成人大学」にわかれ

ており，「普通大学」は国家の定める設置基準

によって設立され，全国普通大学統一テストに

合格した高校卒業生を対象とする全日制の大学

である。74

3-2 大韓民国

　前期中等教育にあたる3年間の中学校教育に

続いて， 「後期中等教育は， 3年間，普通高等学

校及び職業高等学校で行われる。普通高等学校

の入学者は共通試験の合格者を学区内の学校に

抽選で機械的に振り分ける『平準化』政策がと

られている。職業高等学校は学校別に選抜によ

り入学者を決定している。

　また普通高等学校には，各分野の英才を対象

にした高等学校（芸術高等学校，体育高等学校，

科学高等学校，外国語高等学校）があり（普通

高等学校全体の約5パーセント），これらの高

校は厳格な入学者選抜がある。」75

　高等教育への進学に際しては大学共通の大学

修学能力試験がある。「国公私立を問わず4年

制大学の大部分の志願者がこの試験を受けなけ

ればならない。この試験の結果次第で受験でき

る大学が，そして高校卒業後の人生が決まると

言われている。（略－鈴木）

　高校のカリキュラムにそった学力試験となっ

ており，大学教育に適した能力を受験者が有し

ているかを測定することを目的としている。試

験問題は試験後に公表され，再利用されること

はない。大学は，高校作成の「總合生活記録符」

と呼ばれる内申書および2次試験と合わせて総

合評価するが，この大学修学能力試験が最大の

比重を占める。比重は大学，学科，受験方式に

より異なる。」76

3-3 シンガポール共和国

　初等教育6年間，前期中等教育4年間，後期

中等教育2年間の制度となっている。「原則的

に6・4・2制をとってはいるが，進むコースに

よって修了年限が異なる。また，このコースは

固定的なものではなく，随所にコース変更を行

えるチャンスが与えられている。小・中学校は

週5日制，小学校は午前と午後の2部制である。

1年が4期に分かれ，それぞれのタームの間に

は短期・長期の休暇があり，年間200日の登校

が定められている。」77「小学校6年生終了時に

初等教育修了試験（ＰＳＬＥ）が行われ，また

中学校卒業時と高校卒業時には，それぞれ

72http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/015/siryo/05120501/007/006.htm　
2016/12/03

73http://kwww3.koshigaya.bunkyo.ac.jp/wiki/index.php/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%81%
AE%E6%95%99%E8%82%B2 2016/12/03

74http://www.spc.jst.go.jp/education/higher_edct/hi_ed_1/1_2/1_2_1.html 2016/12/03
75http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/015/siryo/05120501/006/005.htm 

2016/12/04
76https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E4%BF%AE%E5%AD%A6%E8%83

%BD%E5%8A%9B%E8%A9%A6%E9%A8%93　2016/12/04
77http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10400.html 2016/12/07
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GCE"N"（Singapore-Cambridge General 
Certifi cate of Education Normal）または "O"

（Ordinary）レベル，GCE"A"（Singapore-Cambridge 
General Certificate of Education Advanced）
レベルの試験があり，その成績により進学コー

スが決定される。」78

3-4 フィリピン

　義務教育期間は，就学前教育，初等・中等教

育の1（幼）－6（小）－4（中）－2（高）を合わせた

13年間となっている。2011年～ 2012年のデー

タで就学率を見ると，初等教育は97％，中等

教育は65％となっている。79

3-5 ネパール

　義務教育受け入れ年齢は5歳から25歳まで。

1学年に多様な年齢の児童・生徒がいる。初等

教育は1年生から8年生までの8年間で，義務

教育となっている。中等教育は9年生から12年

生までの4年間で，これに高等教育が続く。「10

年生及び12年生終了時に各々全国共通の認定

試験SLC（School Leaving Certifi cate）がある。

この成績は大学への入学，公務員の採用試験の

際に必要とされる。」80

3-6 ミャンマー

　初等教育と中等教育を合わせた「基礎教育」

と高等教育から構成されている。「基礎教育機

関には，小学校5年間，中学校4年間，高等学

校2年間および各種職業学校がある。高等教育

機関には，短期大学，大学がある。各学校はす

べて政府の統括下にあり，教育方針や教育課程

などは教育省が管轄している。」81満5歳になっ

た児童から初等教育を受けることができる。

「2001年度からは， 1年生から11年生までの進

級および11年生修了について，各教科修了テ

スト及び学年末試験により児童生徒の学力を評

価する 『学力継続評価制度』を実施している。

（略－鈴木）大学入学試験については， 11年生

卒業と大学入試を兼ねた，ミャンマ－試験委員

会による『全国共通試験』が実施されている。」 82

3-7 タイ

　初等教育機関にあたる6年間の初等学校，前

期中等教育機関にあたる3年間の前期中等学校

が義務教育期間となっており，それに続くのが

3年間の後期中等学校，さらに4年間の大学で

ある。83

　「高校（後期中等学校－鈴木）には入学試験

を受けて入学する。また各段階では，生徒は

NET （National Educational Test）という試

験に通る必要がある。生徒は小学校（初等学校

－鈴木）の6年間と最低3年間の中学校（前期

中等学校－鈴木）に出席する必要がある。高校

卒業するものには， 2つのテストがある。

O-NET（Ordinary National Educational Test）
と A-NET（Advanced National Educational 
Test）である。」84

3-8 インド

　初等教育と中等教育についてみると，初等学

校，上級初等学校，中等学校，上級中等学校の

4段階になっており，「5・3・2・2制を基本と

している（州により若干の相違あり）。中等学

校（10年生）修了後，第10学年修了共通試験

に合格した者は上級中等学校に進み， 2年間の

78http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10400.html 2016/12/07
79http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11400.html 2016/12/07
80http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10900.html 2016/12/07
81http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11800.html 2016/12/07
82http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC11800.html 2016/12/07
83http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/index01.html　2016/12/09
84https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%81%AE%E6%95%99%E8%82

%B2 2016/12/07
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教育を受ける。その後，第12学年修了共通試

験を受け，その結果によって希望する大学に進

学することになる。トップレベルの大学では別

途，入学試験を行うところもある。」85

3-9 スリランカ

　スリランカの義務教育は，就学前教育にあた

る幼稚園の１年間から始まり，小・中一貫教育

の11年間を合わせて12年間となっている。「義

務教育修了時にはGCE"O"レベルの試験（国家

試験）があり，成績優秀者は高校進学の資格を

得ることができる。合格率は平均して受験生の

30 ～ 40パ－セントとなっている。高校2年生

時にはGCE"A"レベルの試験があり，この結果

が大学進学，就職に大きく影響する。大学に進

学する者は，約2パーセント弱である。」86「高

校への進学率（GCE"O"レベル合格者）は約40

パーセントで，大学への進学率（GCE"A"レベ

ル合格者）は約2パーセント弱。Aレベルに合

格しても，大学の数が少ないので全員大学に入

学できるとは限らない。」87

4 オセアニア

4-1 オーストラリア

　「オーストラリアの教育は，就学前教育，義

務教育（準備学級（5歳児）を除く初等教育及

び前期中等教育），義務教育以降の教育（後期

中等教育，大学等）の段階に分かれている。」

「後期中等教育（College）：16歳～（2年間）

専門学校（VET/TAFE）：16歳～（約2年間）

大学（University）：18歳～（3～ 4年間）

※TAFE（Technical and Further Education）
と呼ばれ，ビジネス，会計，観光，建築等専門

分野について学習する公立の専門学校で，職業

教育訓練校（VET：Vocational Education and 

Training）の大部分を占める。」「前期中等教

育終了後，大学（University）や専門学校

（TAFE）へ進学を希望する学生は後期中等教

育（Year11，12）に進学し，大学や専門学校で

専攻する専門分野の基礎を勉強する。Year12
の後半で，州ごとに実施される統一試験を受験

し，後期中等教育の成績と併せて志望する大学

及び専門学校への入学の合否が決定される。大

学等への進学率は州によって異なる。」88

4-2 ニュージーランド

　「ニュージーランドの学校教育は就学前教育，

初等教育，中等教育及び高等教育の4段階に分

かれ，義務教育は6歳から16歳の誕生日までと

なっている。」「初等教育（義務教育は6歳から

であるが，ほとんどの子どもは5歳になると小

学校に入学している）は， 5歳と6歳がYear 1
～ 2， 7歳から10歳までがYear 3 ～ 6， 11歳と

12歳がYear 7 ～ 8で，地区によりYear 7 ～ 8

を中間学校（Intermediate School）として別

にしているところもある。 初等教育では国語

（英語）の話し方・書き方を含め，算数，社会，

美術，体育，音楽などを教えている。中等教育

（Secondary School）は Year 9 ～ 13で， 13歳
から入学するが，そのほとんどはカレッジ

（College）と呼ばれている。

　高等教育は高等技術専門学校（Polytechnics），
教員養成大学及び総合大学で受けることができ

る。これらはすべて国立の教育機関である。高

等教育機関への入学者数は毎年増加しており，

職を持つパートタイムの学生も多い。一方，通

常の小･中学校及び高校のほか，居住地や病弱

などの理由で通学が不可能な児童生徒を対象に

した通信学校がある。

　また，宗教や思想に基づいた私立学校が各地

85http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10100.html　2016/12/10
86http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10500.html　2016/12/10
87http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/01asia/infoC10500.html　2016/12/10
88http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/02pacifi c/infoC20100.html 2016/12/10
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にあり，教育省の定めるカリキュラムに沿いつ

つも，それぞれ特色のある教育を施している。」

「大学，技術専門学校はすべて国立。大学に進

学するためには，year 13を修了し，NCEA
（National Certificate of Education Achieve-
ment）のレベル3を取得する必要があり，

NCEAの結果により志望大学が決定する。」89

89http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/02pacifi c/infoC20800.html 2016/12/10
ニュージーランドの引用文はすべて注89と同出所。


